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資料１ 

 

「令和５年版県民活動白書」の概要について 
 

山口県県民活動促進条例第１４条の規定により、本県の県民活動の促進の状況及び

県民活動に関する施策について報告するもの。 
 

Ⅰ 報告のポイント 

・県民活動の現状等を継続的に把握するために、毎年度「県民活動団体の活動実態

調査」を実施し、その結果を掲載するとともに、県、市町、関係団体等の取組を

取りまとめて掲載 

・令和５年３月に改定した「山口県県民活動促進基本計画」に掲げる「３つの基本

方針」に基づく、令和５年度県民活動関連施策の計画を掲載 

【３つの基本方針】 

○「県民活動への理解と参加の促進」 

○「県民活動団体の基盤強化に向けた人づくり・環境づくり」 

○「県民活動団体と多様な主体との協働の推進」 
 

Ⅱ 構 成 

 

第１部 県民活動の現状と課題 
 

・「県民活動への参加状況」をはじめ、「県民活動団体の活動状況」や「県民活動

支援拠点（機関）の状況」、「ＮＰＯ法人の認証・認定状況」について、令和５

年度県民活動団体の活動実態調査などの調査データを分析して掲載 
 

第２部 令和４年度県民活動関連施策の実績 
 

・県、山口きらめき財団及び県民活動支援センターの令和４年度県民活動関連施策

の実績について、事業の概要をわかりやすく一覧にまとめ、主な事業については

「山口県県民活動促進基本計画」に掲げる３つの基本方針ごとに抜粋して掲載 
 

第３部 令和５年度県民活動関連施策の計画 

 

・令和５年３月改定の「山口県県民活動促進基本計画」に掲げる３つの基本方針に

基づく、県、山口きらめき財団及び県民活動支援センターの令和５年度県民活動

関連施策の計画について、第２部と同様に掲載 
 

第４部 市町における取組 
 

・市町における取組の概要や条例・計画の状況及び県民活動支援拠点の取組につい 

て掲載 
 

（参 考）「県民活動に関するあゆみ」及び「山口県県民活動促進条例」掲載 
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Ⅲ 報告書の概要 
 

第１部 県民活動の現状と課題 
 

【県民活動団体数】 

  令和４年度：2,580団体 
 
 

【県民活動への参加】 

県民活動に参加したことのある県民の割合は５割を下回り、特に３０代以下の

若年層の参加割合が低い。 

団体の会員についても、中心的な活動メンバーは５０代以上が約８割を占め、

会員が増加したのは約１割に留まっているため、参加しやすい環境づくりの推進

が必要である。 
 

 ［県民活動への年代別参加割合］  ［中心的な活動メンバーの年代］   ［会員数の状況］ 

 

 

  

 

  

 

 

 

 
 

【団体の基盤】  

主な収入源として、会費収入をあげている団体が半数以上であり、財政基盤の弱

い団体が多い。 

さらに、会員の高齢化など人材に関する課題が上位を占めており、団体の基盤

強化が必要である。 
 

［団体の収入源］                     ［活動を行う上での課題］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 H30 R1 R2 R3 R4 

団体数 2,374 2,431 2,443 2,445 2,580 
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【協働の状況】 
団体と多様な主体との協働の実績は、４割未満と低い状況にある。 
また、協働を進める際の課題として「協働を進める人材がいない」という回答

が約３割となっており、協働をコーディネートする人材の育成など、多様な主体
と協働できる体制を整備することが必要である。 

 

［多様な主体との協働］        ［多様な主体と協働する際の課題］ 
 
 
  
 

 
 
 
 

 
 
 

第２部 令和４年度県民活動関連施策の実績 
 

基本方針１ 県民活動への理解と参加の促進 

県民が県民活動に対する理解や関心を深め、誰もが県民活動へ参加できるよう、情

報発信や普及啓発を行うとともに、参加機会の拡充等に取り組んだ。 
 

施策の展開方向 事業の概要 
県民活動参加のきっかけづくり
と裾野の拡大 

●県民活動推進事業 
・大学生向け県民活動団体活動説明会 

５回 延べ 14団体・学生 149名  
山口ゆめ花博を契機とした県民 
活動の継続的な展開 

●県民ゆめはなアクション推進事業 
・県民活動アンバサダーと連携した出前講座 

14回 210名  

基本方針２ 県民活動団体の自立・持続的発展に向けた環境づくり 

県民活動団体が自立し、持続的に活動が発展していくよう、県民活動支援センターや

山口きらめき財団等と連携し、活動基盤の強化や情報提供などの支援を行った。 
 

施策の展開方向 事業の概要 
自立的活動に向けた財政基盤の 
強化 

●域外パワー活用地域貢献推進事業 
・プロボノの活用 

受入５団体 プロボノワーカー 44名  

基本方針３ 県民活動団体と多様な主体との協働の推進   

多様化・複雑化する地域の課題を解決するためには県民活動団体と行政や企業等、様々

な主体と連携・協力することが効果的であることから、多様な主体との協働を推進した。 
 

施策の展開方向 事業の概要 
コーディネート機能の強化と協
働推進の環境づくり 

●県民活動推進事業 
・協働ネットワーク交流会 

企業８社・団体等 60名 
「あいかさねっと」を活用した 
マッチングの推進 

●県民活動推進事業 
・「あいかさねっと」等を通じたボランティア
活動マッチング数 

318名 （H30～R4累計 1,610名） 
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第３部 令和５年度県民活動関連施策の計画 
 

基本方針１ 県民活動への理解と参加の促進 

地域づくりの推進力となる県民活動を活発化させるため、県民活動が果たしている

意義や役割等について理解を深めていくための普及啓発に努め、参加を促進する。 
 

施策の展開方向 事業の概要 

イベントの開催による県民活動
への理解と参加の促進 

●きららでキラリ！県民活動促進事業 
・山口きらら博記念公園でのイベントの開催 
・出展者・運営ボランティア交流会の開催 

若年層の参加促進に向けた高校
・大学等との連携 

●未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業 
・団体活動説明会の開催 
・ボランティア体験会の開催 
・体験会等を活用した情報発信の強化 

基本方針２ 県民活動団体の基盤強化に向けた人づくり・環境づくり 

県民活動団体は、地域社会の担い手としての役割が拡大しているが、小規模な団体

が多く、財政運営基盤の強化や人材の育成・確保が求められている。このため、県民

活動支援センターや市町民活動支援センター、山口きらめき財団等と連携し、基盤強

化に向けた人づくり・環境づくりを推進する。 
 

  施策の展開方向 事業の概要 

プロボノの活用による県民活動 
団体の基盤強化 

●プロボノによる県民活動団体の基盤強化事業 
・「プロボノワーカーバンク」の創設・運営 
・「やまぐちプロボノコンシェルジュ」の配置 
・「山口つながる案内所」等と連携した人材発掘 
・県内企業への働きかけの実施 
・活動報告会・交流会の開催 

基本方針３ 県民活動団体と多様な主体との協働の推進 

多様化・複雑化する地域の課題を解決するには、県民活動団体が単独で取り組むより

も、行政や事業者（企業）など多様な主体が役割を分担しながら取り組むことが効果

的であることから、協働の取組を推進する。 
 

施策の展開方向 事業の概要 

「協働ファシリテーター」によ
る協働の推進 

●協働ネットワーク強化による県民活動促進事業 
・「地域協働ファシリテーター」養成研修の開催 
・市町民活動支援センターへの支援 
・情報共有会議の開催 

 
 

第４部 市町における取組 
 

・市町における県民活動に関する条例・計画の状況や活動概況、取組方針等 

・市町民活動支援センター等の県民活動支援拠点の取組 
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令和５年度 県民活動関連事業について    

 

１ 県事業の予算概要  

（１）きららでキラリ！県民活動促進事業       【予算額：10,400千円】 

 

■趣 旨   

県民一人ひとりがキラリと輝き活躍できるよう、山口きらら博記念公園でのイ

ベントの開催等を通じて、県民活動の魅力発信や参加機会の提供を行うことで、

団体の活動を活発化させるとともに、誰もがいつでもいきいきと県民活動に参加

できる環境づくりを促進します。 

 

■概 要  

項  目 内     容 

イベント・交流会等

の開催 

○山口きらら博記念公園でのイベントの開催 

 ・団体等のステージ発表、ＰＲブース出展 

 ・優れた取組を行う団体の表彰 

・「ゆめ花マルシェ」との連携 

○出展者・運営ボランティア（県民活動アンバサダー） 

交流会等の開催 

・年間を通じて交流会や相談会、振り返り会等を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 2 - 

 

（２）未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業     【予算額：4,000千円】 

 

■趣 旨 

若者の県民活動への理解を促進するとともに、県民活動団体や高校・大学等と

連携して、参加機会の創出や参加しやすい環境づくりを行い、未来の県民活動を

支える若者の人材を育成し、裾野の拡大を図ります。 

 

■概 要 

項  目 内     容 

理解と参加の促進 

○団体活動説明会の開催 

・高校の授業や大学等の講義内で団体の活動紹介を実施 

〇ボランティア体験会の開催 

・団体の活動を実際に体験、参加者間での意見交換 

○体験会等を活用した情報発信の強化 

・学生による各団体の SNS 開設や活動紹介動画の作成 

・体験談等の情報発信による普及啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

仲間と一緒にボランティア体験

未来の県民活動を支える人材の育成・裾野の拡大

理解と参加の促進

●団体活動説明会の開催
高校の授業や大学等の講義内で実施

●ボランティア体験会の開催
団体の活動を実際に体験
参加者間での意見交換の実施

若者向けの情報発信による普及啓発

学生のニーズを
踏まえて実施

●「あいかさねっと」
若者が参加しやすい
ボランティア情報の掲載

●YouTube
体験会を通じて作成した
団体紹介動画等を掲載

●高校の１人１台タブレット端末
学生が参加したボランティア等
の情報発信
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（３）プロボノによる県民活動団体の基盤強化事業     【予算額：7,992千円】 

 

■趣 旨 

県民活動団体が年間を通じてプロボノを利用できる体制を整備し、プロボノの

活用により、団体の人材育成・確保及び財政基盤の強化を図ります。 

※プロボノ：仕事上身に付けた専門的な知識や技術を活かしたボランティア活動 

 

■概 要  

項  目 内     容 

団体の基盤強化 

○「プロボノワーカーバンク」の創設・運営 

○「やまぐちプロボノコンシェルジュ」の配置 

・団体とワーカーのマッチングや伴走支援の実施 

○「山口つながる案内所」等と連携した人材発掘 

○県内企業への働きかけの実施 

○活動報告会・交流会の開催 

・プロボノの普及啓発による参加促進 

・ワーカーとプロボノ希望者の交流を通じた人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ IT活用・Webデザイン
２ 画像・動画編集
３ マーケティング・広報
４ 企画・事業開発
５ 会計・経理

県民活動団体

適任者を選定支援依頼

マッチング・プロボノ実施

や ま ぐ ち
プ ロ ボ ノ
コンシェルジュ

首都圏の関係機関

●山口県の魅力発信！！
・地域の思いを一緒に叶えよう！
・魅力的な地域と人にふれよう！

●プロボノワーカーバンクへの
登録を促進

✦県民活動団体の基盤強化
✦関係人口の創出・拡大

① ②

③
１ 会員の高齢化
２ 新規会員の獲得困難
３ 指導者やリーダー等の人材

不足
４ 会員や運営スタッフの不足

➣ 人材に関する課題が上位

連携

団体が抱える課題

支援希望分野

プロボノワーカー

スキル・
ノウハウ
の伝達

連携

プロボノ希望者

プロボノワーカーバンク

●山口県のために自分の
経験・スキルを活かしたい！

●山口県を応援したい！

プロボノワーカーの声
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（４）協働ネットワーク強化による県民活動促進事業    【予算額：7,000千円】 

 

■趣 旨   

県民活動団体が多様な主体と協働できる体制を整備し、協働による地域課題解

決に向けた取組を推進するとともに、県民活動を通じた人と人とのつながりによ

る地域の絆づくりを推進します。 

 

■概 要  

項  目 内     容 

協働体制の整備 

○「地域協働ファシリテーター」養成研修の開催 

・市町民活動支援センターのスタッフ等を対象として

開催 

〇市町民活動支援センターへの支援 

・やまぐち県民活動支援センターに配置する「統括協

働ファシリテーター」による支援 

〇情報共有会議の開催 

・課題解決に向けた各地域の取組状況を情報共有し、 

  成功事例を全県展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統括協働
ファシリテーター

県民活動
支援センター

地域協働
ファシリテーター

市町民活動
支援センター養成研修・支援

連携・情報共有

協働の取組

住民

高校
大学

行政

企業

団体

社協

ボラン
ティア

支援
機関

地域協働
ファシリテーター

多様な主体のコーディネート

地域課題の解決・地域の絆づくりの推進

◆ 強みを活かし弱点を補い合う
相乗効果

◆ 多様化するニーズへの適切な
対応
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２ やまぐち県民活動促進実行委員会事業  ※財源は、構成団体それぞれが負担 

県、(公財)山口きらめき財団及びやまぐち県民活動支援センターで実行委員会

を組織し、三者が連携しながら事業を実施 

 

（１）県民活動促進キャンペーンの実施 

県民活動促進期間（10～11 月）を中心に、県民活動の拡がりと発展を目的

とするキャンペーンを実施（啓発グッズ等の作成・配布） 

 

（２）山口きらら博記念公園でのイベントの開催等 

   「ゆめ花マルシェ」と連携し、活動団体の魅力を紹介するステージ発表や 

ブース出展、出展者・運営ボランティアの交流会等を開催（※１ページ参照） 

 

（３）県民活動フェスタの開催  

市町民活動支援センター等主催行事と連携し、県民参加への参加促進及び 

県民活動の活発化に向けたフェスタを開催 

 

（４）チャレンジやまぐち！地域貢献賞の授与  

特に優れた活動を行う県民活動団体、事業者を表彰し、活動を広く紹介 

 ［開催時期］10 月（予定）   [表彰団体] ５団体程度 

 
《参 考》 令和４年度チャレンジやまぐち！地域貢献賞受賞団体 

団 体 名 所在地 活動内容 

特定非営利活動法人 

iCom 

宇部市 大人の発達障害の方々の回復成長のために

相談会や生活支援、地域連携活動や普及啓

発活動を実施 

 

岩国点訳あすなろ会 岩国市 視覚障害者との架け橋として、図書や行政

文書等の点訳、自動販売機への点訳シール

貼り付け、市内学校での点字体験学習を実

施 

特定非営利活動法人 

NPO 萩城郭保存会 

萩 市 萩城跡の保存、観光資源としての価値の再

発見を通じた魅力あるまちづくりに寄与す

るため、環境保全活動を実施 

 

ママバンド 山口市 子育て家庭の孤立を防ぎ、心豊かな生活を

送れるようにするため、また、音楽を通じ

た交流で地域を盛り上げることを目的に、

一般市民向けの演奏活動を実施 
 



資料３ 

 

県民活動に係る意見交換項目 

 

「山口県県民活動促進基本計画」に掲げる３つの基本方針に基づく、県の

施策展開について、今後の具体的な取組内容や進め方に関するご意見をいた

だきたい。 

 

 

【基本方針１】県民活動への理解と参加の促進               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本方針２】県民活動団体の基盤強化に向けた人づくり・環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本方針３】県民活動団体と多様な主体との協働の推進         

 

 

 

 

 

 


